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要　旨
「BIGLOBEクラウドホスティング」は、主要経済誌からも数々の賞を受けた純国産IaaS型のパブリッククラウ
ドです。BIGLOBEでは、10数年前から多様な形態で企業向けに高品質なホスティングサービスを提供しながら、
サーバ・NW・ストレージ・仮想化技術を磨くとともに、ISP事業者として、さまざまなサービス基盤の機能を
向上させてきました。これらの技術とノウハウを組み合わせることで、オンデマンドでホスティングサービス
を提供できる高品質なサービスを短期間に構築した、BIGLOBEクラウドホスティングを紹介いたします。

キーワード

●クラウド  ●IaaS  ●パブリック  ●ホスティング  ●仮想化  ●オンデマンド  ●プロバイダ  ●SOA  

1. まえがき
 

IT業界のバズワードかと思われた「クラウド」は、国内ベ
ンダ各社からのサービス投入も相次ぎ、すっかり定着した感
があります。今後ますますスマートデバイスを活用したサー
ビスが拡大していくなかで、安価に素早く、高品質なサービ
スを構築するうえで重要になってくるのが、「クラウド」の
活用です。本稿ではNECビッグローブの提供する純国産IaaS
型のパブリッククラウドであるBIGLOBEクラウドホスティン
グの紹介と、それを構成するクラウド技術、業務ノウハウ、
及び今後の取り組みについて紹介します。

2. クラウド市場の動向とBIGLOBEの特徴
 

国内市場におけるクラウドは前年比成長率こそ鈍化するも
のの順調に拡大を続けると予測されています。クラウドは、
サービスの提供レイヤによって「AaaS/SaaS」「PaaS」
「IaaS」にカテゴライズされますが、いずれのカテゴリも同
様に伸張を続けています。
BIGLOBEクラウドホスティングは、パブリッククラウド
（IaaS）であり、その領域では 図1 のように利用用途を分類
することができます。
まずパブリッククラウドは、クラウドの特徴であるオンデ
マンド性やスケーラビリティにより、ソーシャルベンダ/オン
ラインゲームベンダに早期から採用されたこともあり、ソー

図1   パブリッククラウドの領域と分類

シャル用途での利用が多く、また従来のレンタルサーバやホ
スティングサービスを活用しているWeb系サーバ用途での利
用も多くなっています。
これに対してBIGLOBEクラウドホスティングは、パブリッ

ククラウドでありながら、提供開始当初から「法人企業の業務
システム用途」を掲げ、提供メニューの品ぞろえ・サービス仕
様も業務システムのインフラとして活用いただけるサービスと
しているところが、他社と大きく異なっています。まず、
BIGLOBEクラウドホスティングは、プロバイダ事業のノウハ
ウとバックボーンを凝縮した安定稼働の自社データセンター
（公的認証：ISO/IEC27001、Pマーク、PCI DSS取得）のうえ
で運用しています。サーバ稼働率は99.99％以上のSLA（Service
Level Agreement）の下、高い可用性の仮想化基盤として信頼と
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図2   BIGLOBEクラウドホスティングの特徴

実績のVMwareを採用しています。IaaS型のため操作は簡単で
す。Webブラウザから最短5分でサーバ作成やリソース（CPU、
メモリ、ディスク）追加、監視の追加も可能で、ピーク時にも
素早く対応できビジネス機会の損失を減少します（ 図2 ）。
更に、ネットワークのセキュリティサービスも提供してお
り、ユーザーごとのプライベートLANを標準で提供し、他の
お客様と論理的に分離しています。ファイアウォール、
WAF、VPN（IPSec-VPN、SSL-VPN）、専用線など必要な
オプションをきめ細かく選択でき、料金体系も従量料金だけ
でなく費用予算を組みやすい月額料金も用意しています。プ
ライベートLANの利用やネットワーク転送量による課金は無
料です。以上の特徴から、企業が業務系システムにご利用い
ただくのに適したサービスと言えます。

3. BIGLOBEの技術優位性
 

3.1 全体の構造

(1) 仮想化
BIGLOBEクラウドホスティングではユーザー向けに仮想
サーバ・追加ディスク・ファイアウォールなどを提供してい
ます。BIGLOBEクラウドホスティングを支えているインフラ
は、 図3 のように構成されています。
1) サーバ仮想化
BIGLOBEクラウドホスティングの高SLAを満たすため

図3   BIGLOBEクラウドホスティングの構成

に、物理及び仮想プレーンの高可用性が求められました。
物理プレーンの高可用性は、データセンター内での物理
ハードウェアを冗長化することで実現しました。また仮
想プレーンの高可用性は、vMotionやVMware HAなどの
高可用性機能が充実しているVMware を採用しています。
VMwareの自動制御にはvSphere APIを利用しています。
既にBIGLOBEではOSSハイパーバイザのXen、
KVM（Kernel-based Virtual Machine）用に自主開発した
集中管理システム（クラウドコントローラ）を運用して
いましたが、このシステムでVMwareも一元管理するた
めに、クラウドコントローラにVMware制御モジュール
をアドオン開発しました。これにより仮想マシンの作
成・電源ON/OFF などの制御といった仮想環境をコント
ロールする機能を実現しています。

2) ネットワーク
ユーザーへの提供機能としてユーザーごとに閉じたネッ
トワークを提供する「プライベートLAN機能」がありま
す。この機能の実現にはPrivate VLAN機能を利用し、
ユーザーごとにユニークなPrivate VLAN IDを設定して
います。これにより、大きなL2セグメントを仮想的に分
割し、各ユーザー専用に割り当てることができます。
VLAN ID の払い出し・仮想サーバへのVLAN設定は、
クラウドコントローラから自動制御しています。しか
し、VPN 接続などの特殊なネットワーク構成には対応
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できていません。このような複雑な用件でも自動構築が
できるように、SDN（Software-Defined Networking）を開
発、適用していく予定です。

3) 仮想ファイアウォール
従来、物理型のファイアウォールを提供していましたが、
データセンターでの物理工事が必須であるためリードタ
イムが長いなどの問題がありました。これらを解決する
ために、VMwareのハイパーバイザ層で動作するJuniper
vGW（以下、vGW）を採用し、ファイアウォールの導入
がオンラインで行えるようになっています。
ファイアウォールの設定については、vGW製品のGUI画
面はマルチテナントに対応していないため、各ユーザー
自身がファイアウォールの設定を変更できるようにユー
ザー操作用のGUIを開発しました。これにより、ファイ
アウォールの購入・ルールの設定変更を、ユーザー自身
がオンデマンドで行えるようになりました。

(2) プロビジョニング
BIGLOBEクラウドホスティングでは、ユーザーの要求から
5分以内で仮想サーバを提供する新規サーバ作成機能、ユー
ザーがカスタマイズを加えた仮想サーバとまったく同じサー
バを作成するサーバ複製機能、そして仮想サーバの保存、配
布を目的としたサーバイメージ機能を提供しています。
これらの機能は、VMwareが提供するサーバ仮想化の基本機
能を、BIGLOBEが開発したクラウドコントローラから制御す
ることで実現しています。新規のサーバを短時間で提供する
ため、クラウドコントローラはOS ごとにサーバの在庫（あら
かじめ作成しておく電源OFF状態の仮想サーバ）を持ち、
ユーザーの要求に応じてこれを払い出します。在庫が減った
場合は、クラウドコントローラが自動で補充する仕組みに
なっています。クラウドコントローラは、作成した仮想サー
バのIPアドレスやプライベートVLANを自動設定する機能も
提供しており、ユーザーの利便性を向上させています。
(3) コントロールパネル
BIGLOBEクラウドホスティングは有償のパブリッククラウ
ドサービスとして提供されているため、サーバ作成の際は、
前述のプロビジョニングと同時に商品契約、課金といった販
売サービスの仕組みが必要です。サーバの作成、スペック変
更、削除といった一連の処理を行うコントロールパネルは、
BIGLOBEのISPとして培ってきたインターネット接続サービ
スや商品販売のアーキテクチャを活用し、開発しています。

1) 認証・会員管理
コントロールパネルにログインするIDは、BIGLOBEの
会員IDを利用しています。認証及び会員管理について
は、BIGLOBEの保有する認証基盤、会員管理基盤の機
能を活用しています。例えば、クレジットカードによる
オンラインサインアップにより、BIGLOBEクラウドホ
スティングを即時に利用することが可能です。
また、コントロールパネルは、サーバの構築、監視、利
用料金の確認などの目的で利用されますが、顧客単位で
サーバ構築者、運用者、支払い管理者など役割ごとに異
なる利用者が想定されます。そのため会員管理の拡張と
して、サイトという概念を導入して顧客単位に会員をグ
ルーピングしています。

2) 商品管理・契約管理
BIGLOBEクラウドホスティングで提供される商品の特
徴は、以下のとおりです。
・サーバは、OS種別と別商品である増設CPU、増設メ
モリで構成されます。また、OS種別により増設可能な
CPU数、メモリ容量が異なります。
・サーバを削除するとサーバの監視や追加ディスクなど
も連動して削除されます。
・契約操作と契約成立時間が異なります。契約成立時間
は、実際に仮想サーバの作成が成功した時点です。
上記は、BIGLOBEのアセットである販売サービスの
「セット販売」、「連動解約」、ISPの回線契約で開通
時から課金がスタートする「契約予約」の仕組みを活用
して実現しています。

3) キャンペーン管理
競合他社の動向から料金の改定、割引キャンペーンを実
施しています。また、事前にサーバの利用可否を判断す
るため、サーバ数限定で一定期間無償提供するサービス
を実施しています。キャンペーンを実現するに当たり、
期間限定の設定ができる課金マスタや、作成可能なサー
バ数などリソースを制限する仕組みが、サービス開始当
初から組み込まれています。

4) 課金
サーバなどの商品は、月額、従量（時間単金）の2種類
の課金方法から作成時に選択可能にしています。作成後
に変更があった場合は、サーバの課金方法変更に連動し
て増設CPUやメモリの課金方法も変更されます。また、
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サーバを一定期間利用しない場合は、休止モードにして
おくことで安価な休止モード料金が適用されます。1つ
の商品につき、課金方法と休止モードの組み合わせで4
種類の価格を持っています。
従量課金に対応するため、従来の販売サービスの度数課
金、月額課金に加え、従量課金が行えるよう課金の仕組
みを拡張しています。

(4) アーキテクチャ
コントロールパネルから利用する、認証、会員管理、商品管

理、契約管理、課金などの操作は、BIGLOBEのISP事業で構
築・運用されているシステム共通基盤が転用されています。こ
れらサブシステムは、SOA（Service Oriented Architecture）で
構築されているため、全体をAPIでつなげることで、簡単に大
規模な業務システムを構築できます。また、商品管理や契約管
理といったサブシステムは、新商品の追加が開発レスで実現で
きる仕掛けになっており、短期間で開発サイクルを回すことが
可能です。そのため、BIGLOBEクラウドホスティングは、約1
年という短期間で、他社のクラウドと同等の機能に加え、独自
の機能を取り入れたメニューを提供することができました。

3.2 アジャイル開発への取り組み

前述のとおり、システム共通基盤の転用により開発の効率化
を行うことはできましたが、企画からリリースまでの全体を通
してのスピード強化が今後は必要となってきます。現在の開発
はウォーターフォール型のため、ある程度要件が決まらないと、
開発や評価が行えないなどの問題解決が急務となっています。
そのため、今後の取り組みとして、企画部門から開発部門を含
めたアジャイル手法（スクラム）の導入を検討しており、更な
る開発サイクルの短縮（月1回）を図ろうとしています。

3.3 OSSクラウド基盤との比較

オープンソースのクラウド基盤ソフトウェアで代表的な
「CloudStack」「OpenStack」「Eucalyptus」は、現在では機能
も増え、安定しつつありますが、当時は機能不足で安定して
いなかったこともあり利用していません。BIGLOBEでは自主
事業で開発運用していたクラウドコントローラとコントロー
ルパネル、サーバ監視をそれぞれ流用して自主開発を行いま
した。特に、コントロールパネルは、ISP事業ノウハウを十分

に生かした機能開発が行われており、これはサービス事業と
して提供するには不足機能が多いOSSクラウドと大きく異な
ります。今後はマルチハイパーバイザ、インタークラウドな
ど今後のクラウド間連携を見越した拡張が必要となってくる
ため、OSSクラウド基盤の導入や連携を進めていく予定です。

4. 今後の取り組みとまとめ
 

これまでに紹介してきたBIGLOBEクラウドホスティングで
すが、今後は競合他社に対して優位に立つためにも、アクセ
ス回線やモバイル回線、MVNO（Mobile Virtual Network
Operator）といったBIGLOBEの強みを生かした連携メニュー
の強化を行いつつ、OSSクラウド基盤の導入やBIGLOBEで既
に導入を始めているSDNの組込みを加速させて、純国産IaaS
型のパブリッククラウドとして他社に負けない強化を行って
いきます。

*CloudStack、Xenは、Citrix Systems, Inc.の登録商標または商標です。
*Eucalyptusは、Eucalyptus Systems, Inc.の登録商標または商標です。
*Juniperは、Juniper Networks, Inc.の登録商標または商標です。
*Linuxは、Linus Torvalds氏の日本及びその他の国における登録商標または商標で
す。
*OpenStackは、OpenStack Foundationの登録商標または商標です。
*OracleはOracle Corporation及びその関連会社の登録商標です。
*VMware、VMware vSphere、vMotionは、VMware, Inc. の米国及びその他の国にお
ける登録商標または商標です。
*Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標で
す。
*Zabbixは Zabbix SIAの登録商標です。
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